















































































































































































































































































































































































































	 （18）	 ａ．	全員そこにならべ ! !（ドラ35）
	 	 ｂ．	じゃあ今日の２時にオレんちへ来いよ（まる子12）
	 （19）	 ａ．	とうぶん、おれのへやにいろ。おふくろにみつかるなよ。（ドラ25）
	 	 ｂ．	からかうなよ、ブー（まる子８）
　（18ａ）ではジャイアンが野球の試合に負けた後でのび太たちに対して、（18ｂ）でははまじ
がまる子たちに対して、それぞれ動詞の命令形を用いている。また、（19ａ）ではジャイアン
がのび太に対して、（19ｂ）でははまじがブー太郎に対して、それぞれ禁止の「な」を用いて
いる。一般に、動詞の命令形や禁止の「な」は、話し手が聞き手を自分より下位とみなしてい
るときに用いられる。このような表現形式の使用も、彼らの「ワイルド」な資質と一致する。
　第四に、彼らが聞き手に呼びかけるときに用いることばを見てみよう。
	 （20）	 ａ．	よう　スネ夫。（ドラ４）
	 	 ｂ．	やい　こらっ（ドラ11）
	 	 ｃ．	おい　きのうもおもしろかったよなっ（まる子９）
　（20ａ）はジャイアンがスネ夫に、（20ｂ）はジャイアンがのび太に、（20ｃ）ははまじがま
る子によびかけている場面でのセリフである。「よう」「やい」「おい」という呼びかけ語には、
聞き手の注意を強制的に話し手に向けさせる感じがある。このような呼びかけ語の使用も、野
性派男子の「ワイルド」な資質と一致する。
　また、彼らは、肯定の応答詞として「おう」をよく用いる。
	 （21）	 ａ．	おう、親友よ、心の友よ（ドラ16）
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	 	 ｂ．	おうそうだな（まる子13）
　（21ａ）はジャイアンがのび太に対して、（21ｂ）ははまじがまる子に対して「おう」と答え
ている例である。「おう」には荒々しいイメージがあり、「ワイルド」な野性派男子にふさわし
いことばである。
　第六に、彼らの笑い声の表され方を見てみよう。
	 （22）	 ａ．	おれに、あやまれ？　ガハハハハ。（ドラ１）
	 	 ｂ．	あははは　ころんでやんの　あはははは（まる子３）
　（22ａ）ではのび太たちに謝罪を求められたジャイアンが「ガハハハハ」と、（22ｂ）では自
転車でころんだまる子を関口が「あははは」と笑っている。小野（編）（2007）には、「がはは」
は「大口をあけて笑う声」、「あはあは」は「口をあけて無遠慮に笑う声」とある。どちらも「ワ
イルド」な笑い方を表すオノマトペであり、野性派男子の笑い方にふさわしいと言える。
　最後に、彼らが、自分より目上の人物と話すときのスタイルを見てみよう。
	 （23）	 ａ．	おれしらない。（ドラ25）
	 	 ｂ．	ヒデじい…つまりどういう事なんだ？（まる子13）
　（23ａ）はジャイアンがのび太のお母さんにのび太がどこに行ったか聞かれたとき、（23ｂ）
ははまじがヒデじいにおみくじの内容について尋ねたときのセリフである。このように、彼ら
は、自分より目上の人物と話すときでもダ・デアル体を用いる。つまり、相手によってことば
のスタイルを変えるようなことはしない。これは、彼らがスタイル・シフトのスキルを身につ
けていない子どもとして造形されているというよりも、デス・マス体を用いることによって醸
し出される「弱々しさ」や「やさしさ」といったイメージを避けるためと考えられる。
　以上、野性派男子のことばづかいの特徴について見た。彼らのことばづかいもまた、彼らの
容姿や行動のあり方と相まって、野生派男子らしさを演出する効果をになっていることがわかる。
４．おわりに
　本稿では、知性派男子と野生派男子
という２つの脇役男子キャラクターの
ことばづかいについて考察した。表１
に示したように、彼らのことばづかい
は対照的である。彼らは、その姿や行
動のあり方ばかりでなく、ことばづか
いの点においても対照的に描かれてい
ることがわかる。
　最後に、役割語としての知性派男子
と野生派男子のことばづかいの流れに
知性派男子 野生派男子
自称詞 ぼく おれ
対称詞 きみ おまえ
母親の呼称 ママ かあちゃん
終助詞 さ ぜ、ぞ
命令・禁止表現 〜たまえ 命令形、〜な
呼びかけ語 やあ よお、やい、おい
笑い声 ふっ がはは、あはは
スタイル・シフト あり なし
その他 外来語多用 くだけた形を使用
表１　知性派男子と野性派男子のことばづかい
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ついて触れておく。知性派男子のことばづかいは、明治時代の小説に登場する書生キャラクター
が用いることばにさかのぼることができるだろう 12）。書生キャラクターのことばは、戦前か
ら終戦直後のマンガに登場する「少年」キャラクターのことばにひきつがれた 13）。今日の知
性派男子のことばづかいは、この延長上にあると考えられる。一方、野生派男子は、金水（2010）
が指摘しているように、戦後、弱々しい「少年」キャラクターのカウンターとして登場してき
たものと考えられる。野性派男子のことばづかいは、今日、秋月（2013ａ）で述べた「ヤンキー」
キャラクターにひきつがれている。現在、知性派男子と野生派男子のことばづかいは、役割語
としての＜男ことば＞の下位カテゴリーを形成しているとみなせる。しかし、クレア（2013）
の＜おネエことば＞も含め、＜男ことば＞の下位カテゴリーの構造や通時的な考察はまだ不十
分であり、今後の課題である。
注）
１）本稿では、『ドラえもん』『ちびまる子ちゃん』『クレヨンしんちゃん』の３つのマンガ作品に登場する脇役
男子キャラクターのセリフを調査対象とした。これらの作品は、現在（2014年３月）、原作者によるマン
ガ作品の雑誌連載等は行われていないが、アニメ化され、ゴールデンタイムでの地上波テレビ放送が長期
に渡って継続しているという共通点をもつ。日本のマンガやアニメ作品は、その連載や放送が長期に渡る
場合、登場キャラクターに変更が生じることが少なくないが、これらの３作品は、主役キャラクターのみ
ならず、脇役として繰り返し登場するキャラクターも固定的であり、年齢はもちろん、その容姿や性格に
もほとんど変化が見られない。このような理由からデータとして適当であるとみなした。
２）スネ夫の弟スネツグは、ニューヨークに住んでいるおじさんの養子になっており、日本に帰って来たときは、
英語で話している（「スネ夫は理想のお兄さん」40巻収録）。
３）Wikipediaによれば、花輪くんは、月曜にバイオリン、火曜にピアノ、水曜にフランス語、木曜にインド哲
学、金曜にお茶とお花、土曜に英会話を習っている。
４）花輪くんと風間くんは一人っ子である。また、注２で述べたように、スネ夫には弟が一人いるが外国にい
るため、実質一人っ子状態である。このように知性派男子は「一人っ子」であることが多い。一方、野生
派男子はきょうだいが多く、長男であることが多い。
５）「健康優良児表彰事業」とは、戦中・戦後において、朝日新聞によってリードされた「全国各地から男女の
健康な子ども『小学六年生』を集め、毎年その日本一を決定していた」というメディア・イベントである（高
井・古賀（2008））。
６）登場人物が多くなれば、キャラクターの「かぶり」はある程度避けられないものになる。たとえば、『ちび
まる子ちゃん』において、関口とはまじは「かぶって」いる部分が多い。実際、『ちびまる子ちゃん』では、
連載開始当初は関口が野生派男子としての脇役のポジションを占めていたが、後半でははまじがそれに取っ
て代わった感がある。
７）すべての脇役男子が知性派男子か野生派男子のいずれかに属するとは限らない。『クレヨンしんちゃん』の
マサオくん（佐藤マサオ）のような「ダメ男」キャラクターや、『ちびまる子ちゃん』の山田や『クレヨン
しんちゃん』のボーちゃんのような「天然」キャラクターは、脇役男子として、別のカテゴリーを設定す
る必要があるかもしれない。
８）以下、用例の引用元の単行本名を、『ドラえもん』第１巻→ドラ１、『ちびまる子ちゃん』第１巻→まる子１、
『クレヨンしんちゃん』第１巻→クレしん１、のように省略する。
９）東（1997）によれば、コードスイッチング（code-switching）とは「二言語話者が、文の中であるいは談話
の中で二言語を交互にあやつりながら話す話し方」である。知性派男子は、必ずしも二言語話者とは言え
ないが、少なくとも外国語を学んでいるという点では二言語話者に近い存在である。
10）花輪くんは、注３にあるように、フランス語も学んでいるため、フランス語の単語も用いることもある。
11）『クレヨンしんちゃん』には、レギュラー的な野生派男子の脇役キャラクターは登場しない。しいてあげれ
ば、アクション幼稚園ばら組のチーター（川村やすお）が野性派男子の資質をもった半レギュラーのキャ
ラクターである。しかし、彼のキャラクターとしての立ち位置は、ジャイアンやはまじとは異なりがある。
12）『当世書生気質』の主人公である書生・小町田粲爾は次のように話す。
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	 　ⅰ）馬鹿を言ひたまへ。
	 　ⅱ）僕はまた彼処の松の木の下に酔倒れてゐたもんだから、前後のことはまるで知らずサ。
	 　小町田は「たまへ」「僕」「サ」といったことばを用いており、現代の知性派男子のことばづかいと一致
した点を見ることができる。
13）「少年」キャラクターとして、戦前では『正チャンの冒險』の正ちゃん、戦後は『長編野球漫画	バット君』
のバット君をあげることができる。彼らのことばづかいは書生キャラクターのことばに近い。
資料
井上一雄『長編野球漫画	バット君』湘南出版社
臼井儀人『クレヨンしんちゃん』１～50巻　双葉社　アクションコミックス
浦沢直樹『YAWARA!』１巻　小学館　ビッグコミックス
樺島勝一（画）・織田小星（作）『正チャンの冒險』小学館
さくらももこ『ちびまる子ちゃん』１～16巻　集英社　りぼんマスコットコミックス
さくらももこ『４コマちびまる子ちゃん』１～13巻　小学館
手塚治虫『手塚治虫文庫全集　鉄腕アトム①』講談社
坪内逍遥『当世書生気質』岩波書店
永井豪『マジンガーＺ』１巻　中央公論社　中公文庫コミックス版
藤子・Ｆ・不二雄『ドラえもん』１～45巻　小学館　てんとう虫コミックス
藤子・Ｆ・不二雄『ドラえもん　プラス』１～５巻　小学館　てんとう虫コミックス
文藝春秋（編）『ギャグマンガ傑作選』文藝春秋社
文藝春秋（編）『懐かしのヒーローマンガ大全集』文藝春秋社
『ちびまる子ちゃん大図鑑』扶桑社
「クレヨンしんちゃん」公式サイト－FUTABASHA.com　http://www.futabasha/sinchan/
Wikipedia「ちびまる子ちゃんの登場人物」
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